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営繕工事における効率化の取組を改善！ 

～「工事書類簡素化のポイント（営繕版）」を新たに作成 ～ 

 

 

 
 

 

 

北海道開発局営繕部では、かねてより働き方改革を推進していますが、業界団体の意見等を踏まえ、営繕

工事における効率化の取組を改善し、今後発注する工事に適用していきます。 

また、その取組の一環として、新たに「工事書類簡素化のポイント（営繕版）」を作成し、営繕工事の一

連の流れに沿って、書類作成における受発注者の役割分担、工事書類簡素化の留意事項等を周知することで、

営繕工事の工事書類の簡素化を促進します。 

  

（別紙１）営繕工事における効率化の取組 

（別紙２）工事書類簡素化のポイント（営繕版）概要 

 

＜北海道開発局ホームページ掲載先＞ 

 ○営繕工事における効率化の取組 

https://www.hkd.mlit.go.jp/ky/ez/gijyu_hyou/k5m5qg0000003ir6.html 

  

○工事書類簡素化のポイント（営繕版） 

https://www.hkd.mlit.go.jp/ky/ez/hozen/ud49g7000000f2sv.html 

 

 

 

 

 

北海道開発局営繕部では、営繕工事を円滑に推進するために、営繕工事における 

効率化の取組を改善します。その取組の一環として、新たに「工事書類簡素化のポイ

ント（営繕版）」を作成しましたので、お知らせします。 

【問合せ先】 国土交通省 北海道開発局  電話（代表）011-709-2311 

        営繕部 技術・評価課   課長補佐   七崎 由香（内線 5784） 

営繕部 保全指導・監督室 営繕監督官 山本 好一（内線 5793） 

北海道開発局ホームページ https://www.hkd.mlit.go.jp/ 

「工事書類簡素化のポイント」イメージ 



発注情報

・営繕部ＨＰの「発注見通し」の更新情報を、メール配信サービスを活用し迅速

に通知

・設計図書と現場の相違があった場合の迅速な協議への改善

・工事書類簡素化のポイント（営繕版）作成（R7.3公表）、説明会の実施

・適正な工期設定（月単位の週休２日、猛暑の作業不能日数を考慮（R6～））し、

計画工程表として公告資料で交付

・ＷＬＢを踏まえたウィークリースタンスの確実な実施

・施設管理者との調整により、居ながら改修等の平日作業範囲拡大（＝土日閉所

の拡大）

・評価ポイントの受注者説明を徹底（特に創意工夫、北海道ｲﾝﾌﾗｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝ等の取

組）

・優良な工事に貢献した施工者、技術者への優良工事等表彰及び下請企業表彰の

実施

・見積活用方式を当初発注から実施、市場価格との乖離を踏まえた対象の拡大、

採用見積価格を入札前に公表（R6～）

・遠隔地からの労働者確保費の変更対象を全ての工事（工種）に拡大、変更協議

の簡素化

・設計図書と現場の相違が想定される場合の明示方法を改善

・施工計画・条件検討委員会にて施工条件の確認、過年度事例を踏まえた検討対

象の拡大

営繕工事における効率化の取組

（別紙１）

○営繕工事の円滑な推進に向けて、業界団体からの意見等を踏まえ、営繕工事に
おける効率化の取組を改善します。
※以下の赤字（新規）、青字（拡充）箇所
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工事書類簡素化のポイント（営繕版）概要

（別紙２）

○営繕工事の一連の流れに沿って、書類作成における受発注者の役割分担、工事書類簡素化

の留意事項等について、分かりやすく解説をつけた資料を作成しました。

○受発注者にこの資料を周知することで営繕工事の工事書類の簡素化を促進します。

■工事書類簡素化のポイント（営繕版）の構成

■簡素化のポイント例
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各項目の取組のポイントを記載

工事の一連の流れに沿って、工事書類簡素
化の留意事項等を掲載
工事書類簡素化の他に以下の項目について
も掲載
・キックオフ会議（工事円滑化会議）
・現場業務環境の改善
（ウィークリースタンス）
・ＡＳＰ（情報共有システム）
・ワンデーレスポンス
・遠隔臨場の適用
・工事関係書類の電子納品

重要な留意点は赤書きで明確化

書類作成の役割分担や工事書類簡素化の
留意事項を、イラストや写真等を用いて
分かりやすく解説

３つの大項目に分かりやすく分類
１．営繕工事の取組
２．工事関係書類の簡素化等
３．参考資料


